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�ス ポ ー ツ

時７月21日（木）〜８月21日（日）９時〜
正午、13時〜16時
対象町在住者（ただし幼児は保護者同
伴。オムツ不可）
その他子ども水泳教室を7月26日（火）
〜28日（木）午後で開催。教室開催時は
プールを占用利用します。車での来場
は不可。
問スポーツ健康課　☎内線324

国府小学校プール無料開放 　物販施設で販売する大磯産の農水産
物や加工品を募集しています。出品意
向のある方はぜひお申込みください。
期間随時募集しています。
場大磯港賑わい交流施設
（OISO�CONNECT）
その他出品手数料等の出品に係る規定
については、下記施設ホームページを
ご確認ください。
申・問大磯港賑わい交流施設
（OISO�CONNECT）� ☎0463（20）8237
https://oiso-nigiwai.com/put_up/

�

大磯港賑わい交流施設
（OISO CONNECT）
農水産物・加工品等の募集

�募　　 　集

　聴覚に障がいをもった方とコミュニ
ケーションを図るための手話を学習し
てみませんか？
時【昼の部】
９月７日〜２月15日※祝日除く
（毎水曜日/全20回）10時〜11時30分
【夜の部】
９月５日〜２月20日※祝日除く
（毎月曜日/全20回）18時〜19時30分
※レベルアップ講習各部３回
※１人１枚ずつ透明マスクを配布しま
す。
講演上記日程内で各部１回
場横溝千鶴子記念障害福祉センター
講師中郡聴覚障害者協会、中郡手話通
訳者連絡会
対象町在住・在勤・在学の方
定各部10人（先着順）
費テキスト代（3，300円）
申７月５日（火）から。電話またはFAX
※FAXで申込みの場合は住所、氏名
（ふりがな）、電話番号、保育ボランティ
ア希望の有無を記載してください。
締８月５日（金）まで
その他昼の部のみ保育ボランティアに
よる保育を実施します。希望される方
は申込時にお伝えください。
問・申障害福祉センター
☎（73）4530／FAX（73）1285

入門手話講習会　参加者募集！

防災行政無線で放送した内容を電話で確認できます。

防災行政無線ダイヤル 　　　　　　　　　 　 発
はっ

  災
さい

　　O I S O
☎ 0120（83）01５0

　危機管理課　☎内線241

新型コロナウイルス感染症の影響により、
イベントなどが中止になる場合があります

• 開催については、お問合せください。
• �イベントなどに参加される際は、新型コロナウイルス感染症対策を各自で
行ってください。
• �イベントなどで行われる新型コロナウイルス感染症対策にご協力ください。

広
告

（
公
財
）神
奈
川
県

講座の申込み・問合せ　鴫立庵　☎（61）6926　　　　　　　　
定定員　費費用　持持ち物　

講座名 日　程 時　間 備　　考

連句勉強会 ７月３日（日） 10:00〜正午 連句づくりを楽しもう！　４期生募集中
講師：本井　英氏（鴫立庵庵主）　定15人　費2,000円（入庵料込）

座禅 ７月16日（土） 13:30〜14:30 姿勢・呼吸・心を整えます
講師：豊田　素道氏（慶林寺住職）　定10人　費500円（入庵料込）

風鈴祭
７月22日（金）

〜
８月28日（日）

９:00〜16:00
（終日）

西行祭の献詠入選句の展示と
小田原風鈴の飾りを音色と共にお楽しみください。

伝筆 ７月24日（日） 10:30〜正午
温かみのある文字が書けるようになる筆文字教室
講師：認定講師�わでん伝筆マスター�宮前　礼子氏　対象：中学生以上
定10人　費3,850円（材料費込）

鴫立庵の
歴史講座 ７月30日（土） 10:00〜正午 歴代庵主と鴫立庵のかかわり

講師：郷土資料館学芸員　富田　三紗子氏　定20人　費入庵料

茶と遊ぶ ８月６日（土） 10:00〜正午
真夏のティーミーティング 〜お茶を飲みながらお茶の話をしよう〜
講師：髙野　幸代氏　定10人　
費2,000円（お茶菓子付き・入庵料込）

鴫立庵だより
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（
評
）

　
季
題
は
「
落
葉
」。
初
冬
、
い
ま
ま
で

美
し
か
っ
た
紅
葉
も
や
が
て
凋
落
の
姿
と

な
っ
て
落
葉
し
始
め
ま
す
。
道
を
埋
め
る

落
葉
、
屋
根
に
降
り
た
ま
る
落
葉
、
川
面

に
浮
か
ぶ
落
葉
、
そ
れ
ぞ
れ
が
季
節
の
進

み
ゆ
く
こ
と
を
我
々
に
知
ら
せ
て
く
れ
ま

す
。
毎
朝
の
散
歩
の
と
き
も
、
と
め
ど
な

く
散
り
落
ち
る
落
葉
。
そ
ん
な
折
り
に
作

者
は
「
ふ
と
」
感
じ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し

た
。
そ
れ
は
気
の
せ
い
か
、
何
と
な
く
昨

日
よ
り
今
朝
の
方
が
、
そ
の
落
葉
の
降
る
、

木
立
の
道
が
明
る
く
思
え
た
と
い
う
の
で

す
。
枝
に
茂
っ
て
い
た
葉
が
毎
日
散
っ
て
、

減
っ
て
い
っ
た
せ
い
で
し
ょ
う
か
。
冬
の

陽
光
は
静
か
に「
道
」を
照
ら
し
て
い
ま
す
。

（
鴫
立
庵
庵
主
　
本
井
　
英
）

（
評
）

　
ご
夫
君
は
闘
病
生
活
の
末
に
亡
く
な
ら

れ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
作
者
が
「
ま

た
来
る
ね
」
と
言
っ
て
病
室
を
去
ろ
う
と

す
る
と
、
夫
君
は
「
も
う
帰
る
の
か
」
と

名
残
を
惜
し
ん
だ
の
で
し
た
。
別
れ
る
時

の
切
な
さ
が
、
そ
の
ま
ま
愛
情
の
深
さ
を

物
語
り
ま
す
。
夫
君
亡
き
後
、
お
墓
に
参

る
作
者
の
心
に
は
、
変
わ
ら
な
い
愛
情
が

湛
え
ら
れ
て
い
る
の
で
し
た
。

（
西
行
祭
選
者
　
柳
　
宣
宏
）

ま
た
来
る
ね

　墓
石
な
で
れ
ば

　病
室
に

聞
き
な
れ
し
夫
の

　もう
帰
る
の
か

　　　　千
葉
県
我
孫
子
市

　福
地

　公
子

き
の
ふ
よ
り

　けふ
が
明
る
し

　落
葉
道

　茨
城
県
守
谷
市

　
　狩
野

　勝
吉

問産業観光課　☎内線334

曜
日
と
日
付
の
ご
確
認
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

◆ 

今
月
の
俳
句 

◆

◇ 

今
月
の
短
歌 

◇

鴫立庵大使「えんいくん」
※俗名は佐藤義清（のりきよ）。
　出家して法号は円位、後に西行。

　鴫
立
庵
は
、
西
行
法
師
ゆ
か
り
の
地
と
し
て
名

高
い
、
大
磯
鴫
立
沢
の
ほ
と
り
に
建
て
ら
れ
て
い

る
で
ご
ざ
る
。

　庵
内
に
は
、
鴫
立
庵
室
、
俳
諧
道
場
、
円
位
堂
、

法
虎
堂
、
観
音
堂
が
あ
り
、
八
十
以
上
も
の
石
造

物
が
安
置
さ
れ
て
い
る
で
ご
ざ
る
。

　京
都
の
落
柿
舎
、
滋
賀
の
無
名
庵
と
並
び
日
本

三
大
俳
諧
道
場
の
ひ
と
つ
と
い
わ
れ
て
い
る
で
ご

ざ
る
よ
。

風鈴祭座　禅


